
　11月13日に町民総合体育館で行われた公式ワナゲ大会。９個の投
げ輪で２メートル先の９つある的棒をねらっていく。１投目、２投
目、３投目…と順調に進め、緊張の９投目。日頃、地域サロンなど
で鍛えた指先の感覚と力加減で見事パーフェクト達成。お見事！

ワナゲも笑顔も満点
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新
潟
山
形
南
部
連
絡
道

路
（
以
下
「
新
山
道
」
と

い
う
）
小
国
道
路
の
ル
ー

ト
帯
が
、
去
る
10
月
31
日

に
開
催
さ
れ
た
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会

東
北
・
北
陸
地
方
合
同
小

委
員
会
で
、
３
つ
の
ル
ー

ト
帯
案
か
ら
絞
り
込
ま
れ
、

市
街
地
側
全
線
新
設
案
に

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
月

は
、
ル
ー
ト
帯
決
定
の
経

過
と
今
後
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
現
在
の
新
山
道
の

整
備
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
高
規
格
道
路
　
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

　
小
国
道
路
の
ル
ー
ト
帯
決
ま
る

　
　
　
～
地
域
住
民
の
思
い
が
届
く
ル
ー
ト
帯
に
～

◀
小
国
道
路
市
街
地
側
全
線
新
設
案
の
ル
ー
ト
帯
（
山
形
河
川
国
道
事
務
所
提
供
資
料
を
一
部
加
工
）
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小国道路のルート帯決まる〜地域住民の思いが届くルート帯に〜

　

国
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
東
北
・
北
陸
地
方
合
同

小
委
員
会
（
以
下
「
小
委
員
会
」

と
い
う
）
の
第
６
回
会
議
が
、
10

月
31
日
に
開
催
さ
れ
、
新
山
道
の

「
小
国
道
路
」
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
公
表
さ
れ
て
い
た
３
つ
の
ル

ー
ト
帯
案
か
ら
第
１
案
の
市
街
地

側
全
線
新
設
案
が
妥
当
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
道
１
１
３
号
に
は
①
事
故
や

災
害
に
よ
る
通
行
止
め
や
広
域
迂

回
（
※
）
に
対
す
る
代
替
路
の
確

保
。
②
本
町
市
街
地
に
お
け
る
大

型
車
の
通
過
交
通
流
入
に
よ
る
歩

行
者
、
自
転
車
な
ど
の
生
活
交
通

の
安
全
性
の
確
保
。
③
冬
季
間
の

除
排
雪
作
業
に
伴
う
交
通
規
制
に

よ
る
速
度
低
下
。
④
製
造
業
等
の

業
務
拠
点
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
の

確
保
。
な
ど
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
ほ
か
、
沿
線
住
民
や
企
業
・
団

体
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、「
事

故
や
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
や
広

域
迂
回
が
起
き
に
く
い
こ
と
」
を

望
む
意
見
が
最
も
多
く
、
次
い
で

小
国
道
路
のル

ー
ト
帯
概
要

※広域迂回…新潟〜仙台間を最短距離で結ぶ国道113号が通行止めになると、磐越道や国道
　　　　　　112号を利用することになり、距離や時間的に遠回りとなってしまうこと。

計
画
路
線
指
定
（
Ｈ
６
）

道路調査の流れ
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
調
査

路
線
の
必
要
性
・
効
果
の
調
査

優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査

概
略
ル
ー
ト
構
造
の
検
討

（
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調
査
）

（
第
６
回
小
委
員
会
）

詳
細
ル
ー
ト
の
検
討

（
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
を
行
う
調
査
）

都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

進
め
る
た
め
の
調
査

新
規
事
業
採
択
時
評
価

新
規
事
業
化
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小国道路のルート帯決まる〜地域住民の思いが届くルート帯に〜

　

小
国
道
路
に
つ
い
て
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
調
査
、
手
続
き
等
が

行
わ
れ
る
か
を
国
土
交
通
省
東
北

地
方
整
備
局
山
形
河
川
国
道
事
務

所
の
和
田
賢
哉
事
務
所
長
に
伺
い

ま
し
た
。

　

和
田
事
務
所
長
は
、「
こ
の
度

の
小
委
員
会
で
、
市
街
地
側
全
線

新
設
案
の
ル
ー
ト
帯
が
妥
当
で
あ

る
と
の
判
断
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
事
業
化
に
あ
た
っ
て
は
、
費

用
対
効
果
の
分
析
を
含
め
、
総
合

的
な
評
価
を
実
施
す
る
『
新
規
事

業
採
択
時
評
価
』
を
小
委
員
会
お

よ
び
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
事
業
評
価
部
会
に
お
い
て

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。今
後
は
、

こ
れ
に
向
け
、
具
体
的
な
ル
ー
ト

お
よ
び
道
路
構
造
の
検
討
、
費
用

対
効
果
の
分
析
を
行
い
、
早
期
の

事
業
化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
事
業
化
後
に
は
、
よ
り
詳

細
な
設
計
や
地
質
調
査
、
測
量
な

ど
を
行
い
、
事
業
用
地
の
取
得
、

工
事
に
順
次
着
手
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
早
期

　

新
山
道
は
全
体
延
長
約
80
㎞
の

う
ち
、
山
形
県
側
の
赤
湯
バ
イ
パ

ス
と
新
潟
県
側
の
荒
川
道
路
の
合

計
約
11
㎞
が
平
成
21
年
３
月
に
開

通
し
、
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
、
山
形
県
側
の

南
陽
市
梨
郷
か
ら
長
井
市
今
泉
ま

で
の
約
７
㎞
区
間
の「
梨
郷
道
路
」

と
、
新
潟
県
側
の
関
川
村
川
口
か

ら
関
川
村
片
貝
ま
で
の
約
５
㎞
区

間
の
「
鷹
ノ
巣
道
路
」
の
合
計
約

12
㎞
が
事
業
区
間
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

梨
郷
道
路
は
、
山
形
河
川
国
道

事
務
所
に
よ
る
と
、
平
成
30
年
３

月
末
時
点
で
用
地
取
得
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
お
り
、
事
業
進
捗
率
が
約

46
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
梨
郷
道
路
整
備
に
31
億

円
の
予
算
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、

　▲山形河川国道事務所
　　和田　賢哉　事務所長

小
国
道
路
整
備
ま
で
の

一
般
的
な
流
れ

整
備
中
の
梨
郷
道
路
と

鷹
ノ
巣
道
路

事
業
化
に
向
け
て
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
一
方
で
、
道
路
は
つ
く

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
出
来

上
が
っ
た
道
路
を
地
域
全
体
が
ど

の
よ
う
に
活
用
し
、
ど
の
よ
う
な

地
域
に
し
た
い
の
か
、
そ
こ
に
住

む
地
域
の
皆
様
が
主
体
と
な
っ
て

考
え
、
行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
国
土
交
通
省
と
し

て
も
、沿
線
自
治
体
等
と
連
携
し
、

新
山
道
の
利
活
用
の
推
進
を
図
る

取
り
組
み
を
行
い
、
置
賜
地
域
の

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

小
国
道
路
に
つ
い
て
は
、
今
後

新
規
事
業
採
択
時
評
価
に
向
け
た

詳
細
な
構
造
検
討
等
が
行
わ
れ
ま

す
が
、
新
規
事
業
と
し
て
妥
当
で

あ
る
と
い
う
判
断
が
さ
れ
れ
ば
事

業
区
間
と
し
て
整
備
が
進
む
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

道
路
整
備
を
進
め
る
に
は
、
そ

の
土
地
の
地
盤
等
を
考
慮
し
た
詳

細
設
計
や
道
路
が
通
る
こ
と
と
な

る
場
所
の
各
種
測
量
調
査
等
も
行

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
道
路
整
備

に
必
要
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
か
た
と
の
協
議
が

行
わ
れ
、
整
備
に
向
け
た
多
く
の

「
交
通
事
故
が
少
な
く
安
全
に
走

行
で
き
る
こ
と
」、「
交
通
規
制
が

少
な
く
早
く
移
動
が
で
き
、
業
務

拠
点
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ

と
」
に
つ
い
て
重
視
す
べ
き
と
い

う
意
見
が
多
く
あ
り
、
こ
う
し
た

意
見
を
踏
ま
え
、
今
回
の
ル
ー
ト

帯
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
路
構
造
と
し
て
は
、

速
達
性
の
確
保
や
交
通
機
能
が
分

担
さ
れ
る
路
線
を
望
む
意
見
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
沿
道
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
、
生
活
道
路

と
通
過
交
通
の
混
在
を
解
消
す
る

た
め
、
自
動
車
専
用
道
路
と
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
報
道
に
よ
れ
ば
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
市
街
地
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
な
ど
を
考
慮
し
た
形
で

２
カ
所
に
設
け
ら
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

条
件
が
整
っ
た
う
え
で
、
近
隣
住

民
等
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
工

事
着
工
と
進
ん
で
い
く
た
め
、「
事

業
化
」
さ
れ
た
後
に
も
、
多
く
の

手
順
が
あ
り
ま
す
。
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小国道路のルート帯決まる〜地域住民の思いが届くルート帯に〜

道
路
や
構
造
物
の
設
計
、
用
地
買

収
、
支
障
移
転
補
償
、
改
良
工
事
、

橋
梁
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

鷹
ノ
巣
道
路
は
、
羽
越
河
川
国

道
事
務
所
に
よ
る
と
平
成
30
年
３

月
末
時
点
で
用
地
取
得
は
完
了
し

て
お
り
、
事
業
進
捗
率
が
約
38
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
は
鷹
ノ
巣
道
路
整
備
に
８
億
円

の
予
算
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
改

良
工
事
や
大
内
渕
地
内
の
Ｊ
Ｒ
米

坂
線
の
線
路
を
越
え
る
橋
り
ょ
う

の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の
渡
辺
隆

幸
事
務
所
長
は
、「
新
山
道
は
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
と
東
北

中
央
自
動
車
道
を
接
続
し
、
格
子

状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
新
潟
市
と
仙
台
市
を

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
と

東
北
中
央
自
動
車
道
を
接
続
し
、

新
潟
～
仙
台
間
を
最
短
ル
ー
ト
で

つ
な
ぐ
新
山
道
は
、
現
道
で
あ
る

国
道
１
１
３
号
の
迂
回
路
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
沿
線
自
治
体
や

地
域
に
多
様
な
交
流
や
産
業
の
発

展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た

す
道
路
で
す
。

　

一
方
で
、
話
を
伺
っ
た
山
形
河

川
国
道
事
務
所
・
羽
越
河
川
国
道

事
務
所
の
両
事
務
所
長
は
、「
道

　▲羽越河川国道事務所
　　渡辺　隆幸　事務所長

小
国
道
路
の

早
期
事
業
化
に
向
け
て

路
は
つ
く
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

い
。
そ
の
道
路
を
い
か
に
活
用
し

て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

か
が
重
要
で
あ
る
。」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
山
道
が
全
線
開
通
し
た
場
合

に
は
、
現
在
の
新
潟
～
仙
台
間
の

移
動
時
間
が
約
40
分
短
縮
さ
れ
る

と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
短
縮

さ
れ
た
時
間
を
い
か
に
沿
線
地
域

で
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

小
国
道
路
の
ル
ー
ト
帯
が
決
定

し
た
こ
の
機
会
に
、
小
国
町
が
目

的
地
へ
の
通
過
点
の
一
部
に
な
る

の
で
は
な
く
、
着
地
点
ま
た
は
滞

在
点
と
し
て
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、

情
報
の
交
流
が
生
ま
れ
る
地
域
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

町
で
は
、
新
山
道
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
構
成
自
治
体
や
関
係
団

体
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
小
国
道
路
を
は
じ
め
新
山
道

全
線
の
早
期
実
現
向
け
た
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
豊

か
な
自
然
環
境
や
地
域
資
源
を
活

か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▲整備が進む梨郷道路（梨郷地内）
（山形河川国道事務所提供）

結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
の
一
部
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
東
日
本
大
震

災
時
に
は
、
救
援
物
資
な
ど
の
輸

送
道
路
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
道
の
交

通
事
故
や
冬
季
通
行
障
害
、
災
害

危
険
箇
所
な
ど
の
課
題
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
沿
線
地
域
の
生
活

や
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割

を
担
い
ま
す
。
現
在
整
備
中
の
鷹

ノ
巣
道
路
の
早
期
完
成
に
向
け
て

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

今泉

赤湯バイパス

梨郷地区

▲整備が進む鷹ノ巣道路（大内渕地内）
　　（羽越河川国道事務所提供）

片貝

下関
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2014.12広報おぐに

　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、
職員数、給与、勤務条件等の状況について、その概要をお知らせ
します。なお、詳細は町ホームページで公開しています。（http://
www.town.oguni.yamagata.jp）

扶 養 手 当 ・子ども１人につき10,000円、その他6,500円
　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当 ・借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、
　　　　27,000円／月を限度に家賃に応じて支給

通 勤 手 当
通勤距離2.0㎞以上を対象に支給
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月
・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給
　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
・ ６月期　　1.225月分　　    0.90月分
・12月期　　1.375月分　　    0.90月分
※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～15％の加算措置有り

時 間 外
勤 務 手 当

区 分 支 給 総 額 １人当たり平均支給額

28年度決算額 35,077千円 362千円

29年度決算額 39,337千円 393千円

退 職 手 当

月 額 期 末 手 当

給 料

町 長 810,000円 ６ 月 期　1.55月分

1 2 月 期　1.70月分

合 計　3.25月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報 酬

議 長 310,000円 ６ 月 期　1.55月分

1 2 月 期　1.70月分

合 計　3.25月分

副 議 長 250,000円

議 員 235,000円

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 ８:30 17:15 12:00～13:00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏季休暇、社会奉仕活動など）　
無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務企画課行政管理室（☎62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■主な職員手当の状況（一般職） （平成30年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（平成30年４月１日現在）

（平成30年４月１日現在）

19.6695月
28.0395月
39.7575月
47.709月

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

24.586875月
33.27075月

47.709月
47.709月

自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職者に対して２％～45％の加算措置有り

※特別職の期末手当は、給料月額に35％加算した
　ものに支給割合を乗じます。

お知らせします

（平成30年４月１日現在）
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町職員の給与・人事行政の内容を

男 女 合 計

一般行政職 １人 １人 ２人

医 師 職 １人 ０人 １人

看 護 師 ０人 １人 １人

自動車運転手 １人 ０人 １人

合 計 ３人 ２人 ５人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他
教育職

合計

29年度 95人 ７人 ５人 18人 43人 13人 ２人 ５人 １人 189人

30年度 95人 ７人 ５人 18人 43人 12人 ２人 ５人 １人 188人

増 減 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 －１人 ０人 ０人 ０人 －１人

男 女 合 計

定 年 退 職 ０人 ４人 ４人

勧 奨 退 職 ０人 １人 １人

普 通 退 職 ０人 １人 １人

合 計 ０人 ６人 ６人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標 準 的 な 職 務 主事補・主事 主任 主任・係長 主査 室長 課長

職 員 数 23人 10人 28人 ７人 14人 13人

構 成 比 24.2％ 10.5％ 29.5％ 7.4％ 14.7％ 13.7％

住 民 基 本 台 帳 人 口
( 平 成 3 0 年 ３ 月 末 ) 歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 28 年 度 人 件 費 率

7,680人 6,244,942千円 880,332千円 14.1％ 13.3％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 １ 人 当 た

り 給 与 費

（ B ／ A ）
給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

29年度 108人 379,794千円 72,933千円 147,125千円 599,585千円 5,552千円

30年度 109人 386,521千円 72,105千円 152,718千円 611,344千円 5,608千円

区 分
平成29年度 平成30年度

平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額 平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額

一 般 行 政 職 40.6歳 19.0年 297,800円 40.1歳 19.0年 301,400千円

技 能 労 務 職 46.9歳 25.3年 267,300円 41.1歳 18.1年 243,600千円

小国町 国

一般行政職
大学卒 179,200円 179,200円

高校卒 147,100円 147,100円

技能労務職 高校卒 144,500円 －

27年度 28年度 30年度

小 国 町 94.2 94.4 95.1

県内町村平均 97.3 98.8 98.4

全国町村平均 95.8 96.3 96.4

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（平成30年４月１日） （平成29年４月１日から平成30年３月31日）

（平成30年４月１日現在）

（平成30年４月１日現在）

（平成29年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（平成30年４月１日現在）

※�ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与水準を示す指数です。

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。
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子育て話に花を咲かせ
～ポーセラーツで手形プレートづくり～

11月17日
アスモ

　ポーセラーツワークショップが、11月17日、アス
モブックカフェで行われ、町内の親子５組17人が参
加しました。この日は、専用の絵の具を使って皿に
子どもの手形を残して、世界にひとつだけの記念プ
レートの製作が行われました。
　会場では、参加者同士和気あいあいと子育て話な
どをしながら、ポーセラーツを楽しんでいました。
講師を務めた伊藤陽子さん（幸町）は、「町外から嫁
いで、自分の特技を生かして同じ子を持つかたとの
交流ができたことがとてもうれしいです。」と話して
くださいました。

隅々まで綺麗に
～小国小PTA環境整備部活動～

10月24日
小国小学校

協力隊同士交友深める
～緑のふるさと協力隊ブロック交流会～

11月12-13日

りふれ周辺

　緑のふるさと協力隊の東北・関東ブロック交流会
が、11月12、13日の２日間、りふれなどで開催され
東北・関東地区に派遣された緑のふるさと協力隊員
や担当者など約20人が参加しました。
　これは、隊員のつながりを深めようと毎年派遣さ
れている市町村が持ち回りで開催しているもので、
今年は、白い森木工館での箸づくり体験のほか、「元
気のあるムラになるには」をテーマに意見交換など
が行われました。

　小国小学校PTA環境整備部による学校の窓ガラス
清掃が、10月24日夜に小国小学校で行われ、保護
者など約50人が参加しました。
　この日は、校舎内の窓ガラスを保護者のかたが
たが一枚一枚手作業で磨いたほか、ハイコー株式
会社（穴沢洋一代表取締役）の協力を得て、高所
作業車で校舎外側の手が届かない場所も丁寧に磨
き上げていました。

※ポーセラーツ…シール感覚で使える転写紙を切り貼りして、白い皿や器などを装飾すること。
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ぼ
く
は
旅
が
好
き
で
す
。
見
知
ら

ぬ
土
地
へ
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
に
会

い
に
行
く
こ
と
が
魅
力
で
し
た
。
そ

の
中
で
、
小
国
町
を
初
め
て
知
っ
た

の
は
つ
い
１
年
半
前
で
す
。
そ
れ
か

ら
何
度
も
遊
び
に
く
る
う
ち
に
移
住

す
る
こ
と
と
な
り
、
も
う
早
半
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
町
か
ら
の
委
託
事
業
を
行

っ
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
北
開
墾
」

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
東
京
都
赤
坂

駅
近
く
の
お
店
に
、
ぼ
く
が
こ
の
夏

育
て
た
キ
ク
ラ
ゲ
を
出
し
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
は
「
旅
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
～
山
形
県
小
国
町
か
ら
物

語
あ
る
食
材
を
取
り
よ
せ
て
～
」
で

す
。
小
国
町
と
な
ん
ら
か
の
関
係
を

持
っ
て
い
る
人
が
集
ま
る
こ
と
約
70

人
。
以
前
に
小
国
町
に
来
た
こ
と
が

あ
る
人
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
た
人

な
ど
関
わ
り
方
は
様
々
で
す
が
、
小

国
町
の
フ
ァ
ン
が
こ
ん
な
に
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
も
か
つ
て
そ
の
一
フ
ァ
ン
で

し
た
。
し
か
し
、
息
子
が
家
を
継
ぐ

こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
に
、
小
国

町
で
生
き
て
い
く
た
め
に
尽
力
し
て

き
た
人
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
意
志
を

受
け
継
い
で
こ
の
町
に
住
む
こ
と
を

選
択
し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
口
が

減
っ
て
い
く
中
で
、
町
で
暮
ら
す
人

の
幸
せ
が
増
す
未
来
を
ど
う
創
っ
て

い
け
る
か
、
た
く
さ
ん
の
人
に
ご
指

導
ご
鞭
撻
賜
り
な
が
ら
考
え
、
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

吉
よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗

「
風
の
人
、
土
の
人
」

▲東北酒場トレジオンポートでの集合写真

落語で観客を魅了
～山遊亭金太郎40周年記念寄席～

11月11日
小国小学校

　今年、はなし家40周年を迎えた本町出身の落
語家の山遊亭金太郎師匠の記念寄席が、11月11
日、小国小学校アリーナで開催され、町内外か
ら約350人のかたがたが訪れました。
　この日は、テレビ番組「笑点」にも出演する
三遊亭小遊三さんや山遊亭金太郎師匠の一番弟
子の山遊亭くま八さんも出演したほか、町内の
小中学生８人が子ども落語を披露しました。
　会場に集まったかたがたは、出演者の軽妙な
語り口の落語を時折笑い声を出しながら、聞き
入っていました。
　金太郎師匠は、昭和53年に桂小南さんに入門
し、昭和59年に二つ目に昇進。平成３年に真打
に昇進されました。また、平成27年からは本町
の「白い森ふるさと大使」として都内などのイ
ベントにも参加をしています。
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12
月
に
入
る
と
、
肌
を
ぬ
ら
す
冷

た
い
霙
（
み
ぞ
れ
）
が
雪
へ
と
変
わ

っ
て
い
き
、
小
国
の
野
山
は
し
ば
し

の
間
、
眠
り
に
つ
き
ま
す
。
つ
い
数

カ
月
前
ま
で
は
、
集
落
の
ま
わ
り
で

あ
れ
ほ
ど
の
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い

た
の
が
嘘
の
よ
う
で
す
。

　

か
つ
て
昭
和
30
年
頃
ま
で
、
横
川

上
流
の
滝
（
昭
和
45
年
集
落
移
転
）

や
河
原
角
、
新
股
な
ど
で
は
、
草
木

が
枯
れ
、
雪
が
積
も
り
始
め
る
こ
の

時
期
に
、
ワ
ラ
ビ
の
根
を
掘
っ
て

デ
ン
プ
ン
（
ワ
ラ
ビ
粉
）
を
と
る
と

い
う
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
提
灯
（
ち
ょ
う
ち
ん
）
や
唐
傘

が
使
わ
れ
て
い
た
当
時
、
ワ
ラ
ビ
粉

は
、
そ
の
和
紙
を
貼
る
た
め
の
良
質

な
糊
（
の
り
）
材
と
し
て
高
値
で
取

引
き
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
「（
根
の
）
掘
り
方
に
も
コ
ツ
が
あ

る
ん
だ
わ
。
最
初
、
１
尺
５
寸
く
ら

い
（
の
深
さ
で
）
表
面
ず
っ
と
取
っ

て
い
っ
て
。
そ
の
次
に
ト
グ
ワ
（
唐

鍬
）
立
て
て
ワ
ラ
ビ
の
根
を
揺
す
り

揺
す
り
、
採
っ
て
い
く
ん
だ
。
最
初

に
葛
と
か
藤
と
か
の
根
っ
こ
を
取
り

除
く
の
が
大
変
で
な
。」
そ
う
話
す

の
は
、実
際
に
ワ
ラ
ビ
の
根
を
掘
り
、

ワ
ラ
ビ
粉
を
と
っ
て
い
た
新
股
の
渡

部
英
一
さ
ん
（
昭
和
６
年
生
ま
れ
）

で
す
。

　

採
っ
て
き
た
ワ
ラ
ビ
の
根
は
洗
っ

て
土
を
落
と
し
た
あ
と
、
杵
と
臼
で

搗
（
つ
）
い
て
繊
維
を
潰
し
、
デ
ン

プ
ン
を
抽
出
し
や
す
く
し
ま
す
。
根

っ
こ
搗
き
を

す
る
家
の
多

く
は
、
米
搗

き
用
の
水
車

を
使
っ
た
そ

う
で
す
。

　
「
う
ち
に

は
水
車
が
な

く
て
な
、
手

で
搗
い
た
。
大
変
な

も
ん
で
あ
っ
た
ぜ
。

荒
搗
き
だ
ば
粉
が
は

が
れ
ね
え
か
ら
、
や

っ
ぱ
り
ね
ぢ
っ
こ
く

（
し
っ
か
り
）
搗
い

て
。
一
臼
搗
く
の
に

１
時
間
は
か
か
っ
た

な
。
暗
く
な
る
ま
で

山
に
い
て
根
っ
こ
掘

り
し
て
、
そ
の
あ
と

夜
、搗
い
て
。そ
し
て
ま
た
、次
の
日
、

山
さ
行
っ
て
な
。
よ
く
稼
い
だ
も
ん

だ
、
今
思
え
ば
、
ほ
ん
に
。」
英
一

さ
ん
と
一
緒
に
ワ
ラ
ビ
粉
と
り
を
し

た
奥
さ
ん
の
、
と
み
さ
ん
（
昭
和
５

年
生
ま
れ
）が
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
よ
く
搗
い
た
根

っ
こ
を
、
樋
（
と
い
）
口
の
つ
い
た

木
の
桶
（「
濾
（
こ
）
し
ブ
ネ
」）
に

入
れ
、
水
と
攪
拌
（
か
く
は
ん
）
さ

せ
、
デ
ン
プ
ン
を
抽
出
し
ま
す
。
そ

し
て
、デ
ン
プ
ン
が
溶
け
出
た
水
を
、

ワ
ラ
ビ
粉
フ
ネ
な
ど
と
呼
ば
れ
る
大

き
な
桶
へ
移
し
、
一
晩
静
置
さ
せ
ま

す
。
す
る
と
、
フ
ネ
の
底
に
粉
が
沈

殿
す
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
ま

ま
だ
と
不
純
物
を
含
ん
で
い
る
た
め

精
製
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
底
に
た
ま
っ
た
粉
を
ま
た
別

の
、
丸
い
、
木
の
桶
に
入
れ
、
再
度
、

攪
拌
・
沈
殿
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
て

さ
ら
に
一
晩
置
く
と
、
黒
粉
（
く
ろ

技
を
綯
う～

人
と
道
具
の
物
語
～

な

そ
の
⑧

▲渡部 英一・とみ夫妻

▲洗浄したワラビの根



こ
）
と
呼
ば
れ
る
黒
っ
ぽ
い
粉
の
部

分
と
、真
っ
白
な
ワ
ラ
ビ
粉
（
白
粉
）

の
部
分
と
に
き
れ
い
に
分
か
れ
る
と

言
い
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
白
粉
の
ほ
う
が
重
い

ん
だ
ベ
な
。
黒
粉
と
白
粉
の
混
ざ
っ

た
の
を
水
に
混
ぜ
て
置
く
と
、
す
ぐ

分
か
れ
て
な
、
沈
殿
し
て
あ
っ
た
も

ん
だ
。
そ
の
境
で
剥
が
し
て
、
白
粉

は
な
、
昔
、
蚕
い
た
と
き
使
っ
て
た

桟
俵
の
上
に
紙
敷
い
て
、
そ
こ
に
載

せ
て
。
そ
れ
を
高
い
と
こ
さ
上
げ
て

お
く
と
１
週
間
か
ら
10
日
ぐ
ら
い
で

乾
い
た
も
ん
だ
ご
で
。
白
粉
は
素
晴

し
い
金
に
な
っ
た
か
ら
全
部
売
っ
た

な
。
黒
粉
は
売
り
も
の
に
な
ん
ね
え

か
ら
、
ク
ロ
コ
団
子
っ
て
言
っ
て
、

ご
飯
に
ま
ぶ
し
て
食
べ
た
も
ん
だ
。」

と
、
英
一
さ
ん
。

　

河
原
角
の
井
上
與
次
兵
衛
さ
ん

（
昭
和
８
年
生
ま
れ
）
は
、
２
槽
の

ワ
ラ
ビ
粉
フ
ネ
を
今
も
大
切
に
保
管

し
て
い
ま
す
。
井
上
さ
ん
の
家
で
は

ワ
ラ
ビ
の
根
を
掘
る
の
が
専
門
で
、

搗
き
方
は
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
フ
ネ

は
近
所
の
人
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
井
上
さ
ん
は
、
で
き

あ
が
っ
た
ワ
ラ
ビ
粉
を
俵
に
詰
め
て

背
負
い
、
駅
の
あ
る
伊
佐
領
ま
で
運

ぶ
仕
事
も
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
普
通
１
俵
っ
て
言
っ
た
ら
16
貫

目
、
60
キ
ロ
。
で
も
出
荷
す
る
と
き

は
雪
積
も
っ
て
っ
か
ら
、
12
貫
目
の

俵
作
っ
て
も
ら
っ
て
。
そ
れ
を
背
負

っ
て
カ
ン
ジ
キ
履
い
て
な
、
歩
い
て

伊
佐
領
ま
で
行
っ
た
も
ん
だ
。
伊
佐

領
に
丸
通
っ
て
い
う
取
扱
店
が
あ

っ
て
、
そ
こ
さ
持
っ
て
行
っ
た
。
そ

こ
か
ら
貨
物
列
車
に
積
ん
で
出
し

た
ん
だ
な
。」
そ
う
井
上
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　

寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
雪
路
で
の

荷
背
負
い
が
相
当
な
重
労
働
で

あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。
集
落
移
転
前
の
滝

の
暮
ら
し
を
書
き
記
し
た
『
あ

る
山
里
の
歴
史　

滝
部
落
集
団

離
村
の
記
』（
福
盛
吉
之
助
氏
・

著
、１
９
９
１
年
）の
な
か
で
も
、

「
根
雪
が
降
る
ま
で
わ
ら
び
を
掘
り

ま
し
た
の
で
、
そ
れ
が
俵
詰
に
な
る

頃
は
、
村
は
も
う
す
っ
か
り
積
雪
で

す
。
も
う
馬
を
使
っ
て
の
輸
送
は
で

き
な
い
の
で
深
い
雪
の
中
を
両
肩
に

背
負
っ
て
峠
を
越
え
ま
し
た
。
こ
の

運
び
出
す
苦
労
は
、
そ
れ
を
経
験
し

た
人
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ほ
ん
と
う
に
よ
く
耐
え
た
も
の
で
し

た
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
ん
に
、
あ
ん
な
こ
と
し
て
。

今
思
え
ば
、
夢
み
て
ぇ
だ
。」
何
度

も
そ
う
言
っ
て
渡
部
と
み
さ
ん
は
笑

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
自

然
と
真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
暮

ら
し
を
確
か
な
も
の
へ
と
し
て
き
た

人
々
の
活
力
は
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の

小
国
で
生
き
る
私
た
ち
が
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
教
え
で
あ
る
よ
う

に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

▲井上 與次兵衛氏

▲井上さん所蔵のワラビ粉フネ
　このフネにはないが、だいたいは、底
にたまった粉を取り出すときに上澄み液
を簡単に排出できるよう底から10センチ
ぐらいの高さのところに水抜き用の穴が
あけられていたという。（上部の幅44セン
チ、長さ148センチ、深さ31センチ）

◀ワラビ粉攪拌器
　搗いたワラビの根を「濾しブネ」で
攪拌するときに用いられた。

（白い森くらしの資料館所蔵）



■
功
労
表
彰

舟
山
　
榮
二
　
氏
（
東
原
）

　

平
成
10
年
か
ら
小
国
町
商
工
会

理
事
と
し
て
、
町
内
商
工
業
関
係

団
体
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
平
成

24
年
か
ら
は
小
国
町
商
工
会
会
長

と
し
て
、
卓
越
し
た
指
導
力
を
も

平
成
30
年
度

文
化
の
日
表
彰
式

　

平
成
30
年
度
文
化
の
日
表
彰
式
を
11
月
３
日
、
お
ぐ
に
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
本
町
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
13
人
、
４
団
体
を
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

っ
て
本
町
経
済
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

齋
藤
　
良
行
　
氏
（
東
原
）

　

平
成
10
年
か
ら
20
年
の
永
き
に

わ
た
り
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
円

滑
な
推
進
に
尽
力
さ
れ
、
本
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町
民
の
健
康
体

力
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

舟
山
　
國
雄
　
氏
（
兵
庫
舘
）

　

昭
和
60
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
、
平
成

18
年
か
ら
12
年
に
わ
た
り
町
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
本
町
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
町
民
の
健
康
体

力
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

■
感
謝
状

ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
㈱
小
国
事
業
所

日
本
重
化
学
工
業
㈱
小
国
事
業
所

　

両
社
は
昭
和
13
年
に
日
本
電
興

㈱
小
国
製
造
所
と
し
て
創
業
を
開

始
し
て
以
来
80
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
町
経
済
を
け
ん
引
す
る
中
核

企
業
と
し
て
住
民
の
所
得
向
上
と

本
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

基
督
教
独
立
学
園
高
等
学
校

　

両
校
は
昭
和
23
年
の
創
立
以
来

70
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
高
等
教

育
機
関
と
し
て
多
く
の
有
為
な
人

材
を
輩
出
し
、
本
町
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　
髙
橋
　
健
二
　
氏
（
栄
町
）

　
舟
山
　
哲
美
　
氏（
玉
川
中
里
）

　
齋
藤
　
宏
子
　
氏
（
緑
町
）

農
業
振
興
組
合
長
（
10
年
以
上
）

　
今
　
勝
信
　
氏
（
舟
渡
）

　
小
嶋
　
剛
　
氏
（
町
原
）

　
伊
藤
　
秀
　
氏
（
玉
川
）

　
塩
川
　
一
義
　
氏
（
尻
無
沢
）

　
馬
場
　
義
之
　
氏（
小
国
小
坂
町
）

　
藤
井
　
國
雄
　
氏
（
岩
井
沢
）

　
渡
部
　
好
行
　
氏
（
焼
山
）

助
川
暢
さ
ん
が

環
境
や
ま
が
た
大
賞

　

基
督
教
独
立
学
園
高
等
学
校
元

校
長
の
助
川
暢（
の
ぶ
）さ
ん（
叶

水
）
が
、
環
境
や
ま
が
た
大
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
球
・
地
域
環
境
に

関
す
る
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
等
を
顕
彰
す
る
制
度
で
平
成
11

年
度
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

助
川
さ
ん
は
同
校
を
退
職
後
、

環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
植
物
な

ど
を
植
栽
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

活
動
を
地
域
に
広
め
る
な
ど
、
地

域
全
体
の
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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平成31年４月からの新入園児を募集します

■申込期間　平成30年12月10日㈪〜14日㈮【18：00まで受付しています】
■申　請　書　12月３日㈪から健康福祉課、各保育園で配布します。
■申込方法　新たに利用を希望するかたは、申込書と必要書類（詳細は配布時に説明します。）を

提出してください。（現在入所している保育園で31年度も継続を希望するかたは、今回の申込み
は不要です。１月に「現況届」を提出していただきます。別途お知らせいたします。）

保　育　所

施設名 認定区分 定員 対象児童
（H31.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）
平日 土曜日

白百合保育園 ２・３号 80人 ０〜５歳 ７：00〜19：00 ７：30〜17：30

おぐに保育園 ２・３号 60人 ０〜５歳 ７：30〜18：00 ７：30〜18：00（第１・３・５）
７：30〜12：30（第２・４）

認定こども園

施設名 認定区分 定員 対象児童
（H31.4.1現在）

開所時間（延長保育含む）
平日 土曜日

すみれ保育園
１号 ６人 ３〜５歳 ９：00〜14：00

（14：00以降預り保育可） 休園（預かり保育可）

２・３号 100人 ０〜５歳 ７：15〜19：15 ７：15〜18：15

【保育所等を利用する場合の認定区分】
認定区分 対象者 主な利用施設・事業 利用できる時間

１号認定 ３歳以上のお子さんで、保育を必要とせず
教育を希望する場合 認定こども園（教育部分） 教育標準時間認定

（最低４時間／日）

２号認定 ３歳以上のお子さんで、「保育を必要とす
る事由」に該当し保育を希望する場合

保育所
認定こども園（保育部分）

保育標準時間認定
（最大11時間／日）

保育短時間認定
（最大８時間／日）３号認定 ３歳未満のお子さんで、「保育を必要とす

る事由」に該当し保育を希望する場合 保育所、認定こども園

■申込先　健康福祉課へ

■申込先　１号認定希望者はすみれ保育園へ、２・３号認定希望者は健康福祉課へ

■保育料（保育所・認定こども園）について
　町が定める基準に基づき、保護者の課税状況（父母合算）と児童の年齢により決まります。
■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

平成31年度中央児童室利用申込受付について
■対　　象　平成31年４月から中央児童室の利用を希望するかた
　　　　　　※現在利用中のかたも申込みが必要です。
■申　請　書　12月３日㈪から中央児童室、各保育園、健康福祉課で受け取れます。
■申込期間　12月17日㈪〜21日㈮【18：00まで受付しています】
■申込場所　おぐに保育園（※昨年度と申込場所が変わっています。ご注意ください）
■提出書類　「小国町中央児童室入所申請書」および必要書類
■定　　員　70人
　　　　　　※申込者が定員超過の場合、家庭で保育できない程度を判断するとともに、低学年を
　　　　　　　優先して入所決定いたします。
■申込・問合先　おぐに保育園（☎62－2242）へ
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入札結果情報（平成30年10月21日～平成30年11月20日実施）
入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

H30.10.24 平成30年度社会資本整備総合交付金事業町道トンネル点検業務委託 石滝ほか H31.1.31 － － 不調
H30.10.24 平成30年度町道湯沢長者原線ほか１路線路線測量業務委託 小玉川 H30.11.22 1,200,000 ㈲小国測量設計事務所 1,200,000
H30.10.24 平成30年度町道長沢三面線道路改良工事 折戸 H30.12.7 5,912,000 安部工業㈱ 5,900,000
H30.10.24 平成30年度普通河川武川沢川床固工事 小国小坂町 H30.12.21 2,310,000 斎藤建設㈱ 2,300,000
H30.10.24 平成30年度町道増岡赤芝線小渡橋ほか３橋橋梁補修設計業務委託 小渡地内ほか H31.3.15 12,130,000 ㈱CPC山形事務所 7,710,000

H30.11.1 平成30年度産婦人科検診台購入 あけぼの H30.12.28 3,200,000 ㈱シバタインテック
山形支店 2,950,000

H30.11.13 役場庁舎自動火災報知設備感知器等交換工事 小国小坂町 H30.12.21 1,644,000 日本防災工業㈱
長井営業所 1,160,000

H30.11.16 平成30年度岩井沢勤労者住宅301号室ベランダ修繕 岩井沢 H30.12.25 1,388,000 斎藤建設㈱ 1,320,000
H30.11.16 平成30年度社会資本整備総合交付金事業町道トンネル点検業務委託 石滝ほか H31.2.22 15,360,000 新和設計㈱ 15,200,000

単位（円）

休日・夜間納税相談のご案内
　仕事などの都合により、平日の日中に税金や保険
料の納付に係る相談を行うことが困難なかたのた
め、休日・夜間納税相談窓口を設置します。この機
会にぜひご利用ください。
■休日納税相談日
　○日時　12月９日㈰９：00～16：30
■夜間納税相談日
　○期日　12月10日㈪～13日㈭
　○時間　17：30～20：00
■場　所　役場町民税務課
■その他　役場正面玄関からお入りください。
■問合先　町民税務課収納担当（☎62－2403）へ

水道の凍結にご注意ください
　冬は凍結による漏水が発生しやすい季節で
す。冬の備えとして凍結防止の対策をお願いし
ます。
①水抜栓を使用する場合は、ハンドルを最後ま

でしっかりと締めてください。
②長期間留守にする場合は、閉栓手続きをして

ください。閉栓・開栓の際に、それぞれ700
円の手数料を徴収しますが、水道基本料金

（1,404円）程度の負担で予防できます。
　なお、閉栓しても宅内の水抜きが必要です。
■問合先　地域整備課水道業務担当
　　　　　（☎62－2431）へ

町有財産売却入札結果情報
入札日 所在地 登記地目 土地面積（㎡）応札者数 開札結果 契約年月日 契約金額（円）契約相手 業種 価格形成上の減価の要因 都市計画区域・用途地域・建蔽率／容積率

H30.11.16 小国町大字あけぼの
三丁目５番４ 宅地 3,429.10 １ 落札 H30.11.19 26,200,000 法人 建設業 なし 都市計画区域内・第２種住

居地域・60／200

　平成23年度から整備を進めてきた町道
松岡黒沢峠線の新黒沢橋が完成し、竣工
式が11月18日に開催され、黒沢地区住民
や関係者など約30人が出席しました。
　この日は、安全祈願の後、地元黒沢地
区と松岡地区の代表と町、工事関係者に
よるテープカットが行われ、神主を先頭
に新たな黒沢橋の渡り初めが行われまし
た。
　昭和45年に架けられた旧橋は今年度内
に解体を完了することとしております。

町道松岡黒沢峠線の新黒沢橋が完成しました
～黒沢地区が安全祈願祭を開催～

※町有財産の入札結果は、財務省の国有財産の処分結果の公表項目について公表します。

※公共工事の入札結果は、公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律に基づき公表します。なお、消費税及び地方消費税を含みません。
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08

通
過
す
る
町
か
ら
、
人
が
集
ま
る
町
へ

仙台市と連携した、置賜地域魅力体験ツアーが開催されました
　仙台市に進学した東北出身の学生等を対象に本町を含む置賜地域の魅力を体感す
るツアーが、11月３日、４日の２日間にわたって実施され、14人が参加しました。

　小国町では、早稲田大学等と実施している域学連携事業のOB
で、現在も本町を度々訪れている丹羽健二さんと、日本食べるタ
イムスのツアー等をきっかけに移住した地域おこし協力隊の吉田
悠斗さんに、学生生活、就職活動、地域との関わり方を紹介して
もらいました。また、参加者と「小国町との関わり方」というテー
マでディスカッションし、活発な意見交換を行いました。
　町では、今後も都市部などの外部のかたがたを積極的に受け入
れながら、本町に関わってくださるかたがたの増加・拡大に向け
た各種取り組みを展開していきます。

　

小
国
町
は
、
山
形
市
と
新
潟
市
の
ち
ょ
う

ど
中
間
点
に
位
置
し
、
国
道
１
１
３
号
が
町

を
横
断
し
て
お
り
交
通
の
利
便
性
も
良
い
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
白
い
森
と
冠
を
つ
け
た
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

白
い
森
と
つ
く
交
流
大
会
で
最
も
歴
史
が

あ
る
の
は
、
白
い
森
杯
柔
道
大
会
で
、
今
年

で
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
先
月
24
日
に
行

わ
れ
た
大
会
に
は
、
山
形
新
潟
両
県
か
ら
約

４
０
０
人
の
選
手
が
出
場
し
、
熱
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
野
球
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
等
で
も
白
い
森
杯
が
開
催
さ
れ

て
お
り
、
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
者
や
保

護
者
な
ど
大
人
の
間
で
も
、
県
を
越
え
た
交

流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
取
り

組
み
を
広
げ
て
交
流
の
輪
を
大
き
く
し
、
白

い
森
お
ぐ
に
を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
認
知
度
向

上
を
図
る
た
め
、
先
月
18
日
に
白
い
森
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
河
北
町
や
新
潟
市
な
ど
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
か
ら
約
２
０
０
人
の
ダ
ン
サ
ー
が

町
民
体
育
館
に
集
結
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
披
露
後
に
は
、
園
児
か

ら
大
人
ま
で
、
地
域
や
世
代
を
超
え
て
親
睦

を
深
め
る
総
踊
り
も
行
わ
れ
、
新
潟
医
療
福

祉
大
学
の
学
生
の
指
導
の
も
と
、
参
加
者
一

同
が
同
じ
振
り
付
け
の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
に
は
、
白
い
森
お
ぐ
に
の
美

味
し
い
特
産
品
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

雑
穀
ご
飯
と
な
め
こ
汁
が
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

県
境
に
あ
っ
て
交
通
の
利
便
性
が
良
い
反

面
、
た
だ
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
町
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
通
し
て
、
通
過
す

る
町
か
ら
人
が
集
ま
る
町
に
な
っ
て
い
く
よ

う
、
町
と
し
て
も
白
い
森
お
ぐ
に
の
魅
力
を

ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
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ご
案
内

募
集

お
知
ら
せ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
３
・
４
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

③
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
同

居
す
る
か
た
が
配
偶
者
ま
た
は

60
歳
以
上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

④
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
８
０
０
０
円

■
対
象　
町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
か
た

①
～
④
共
通

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

12
月
10
日
㈪

◎
入
居
時
期　

12
月
下
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

９
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象　

入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
間　
12
月
10
日
㈪
～
14
日
㈮

■
入
居
時
期　

12
月
上
旬

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■
問
合
先　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所
（
☎

０
２
３
８
‐
24
‐
２
３
３
２
）
へ

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

■
山
形
県
最
低
賃
金

　

時
間
額
７
６
３
円（
24
円
ア
ッ
プ
）

■
効
力
発
生
日　

10
月
１
日
㈪
～

■
問
合
先　
山
形
労
働
局
賃
金
室（
☎

０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
４
）
へ

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
説
明
会

　

西
置
賜
圏
域
都
市
計
画
区
域
の

整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針（
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
法
第
16
条
第

１
項
に
基
づ
く
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

平
成
30
年
12
月
25
日
㈫

19
時
～

■
場
所　

西
置
賜
地
域
振
興
局
５

階
講
堂
（
受
付
１
階
北
側
出
入

口
前
）

■
問
合
先　

山
形
県
県
土
整
備

部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
担

当
（
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐

２
５
８
９
）
へ

第５次小国町総合計画基本構想（案）
への意見を募集します

　第４次小国町総合計画の計画期間が終了
することから、2025年度までのまちづくり
の基本指針を示す新たな総合計画の策定に
向けて、皆様のご意見を募集します。
■案　　件
　第５次小国町総合計画基本構想（案）
■計画（案）の閲覧方法
　町ホームページまたは役場総務企画課にて閲覧
できます。
■募集期間
　平成30年12月10日㈪～12月28日㈮
■提出方法
　持参、郵送、FAX、電子メールのいずれかの方
法で、役場総務企画課まで提出してください。
■問 合 先
　総務企画課企画財政室（62－2264）へ
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今月の納税
　�　12月期の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

● 1 2 月 2 6 日 ㈬　水道料��
●  1 2 月 2 5 日 ㈫　固定資産税、
国民健康保険税・後期高齢者保険料
● １ 月 ４ 日 ㈮　介護保険料、
下水道料�、簡易水道料、住宅使用
料、保育料、児童福祉使用料
■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１８．１２

＊子育て支援センターから＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　 右 の 表 は11月20日 現 在 で ハ ロ ー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ。

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場

月～金
（平日のみ）

９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ）

不要
21日㈮午後・31日㈪はお休みになります。

■対象者　なかよし広場　就学前のお子さんとお家のかた
■ その他　平日はいつでも子育て相談に応じています。また、白

百合保育園（水曜午前）、すみれ保育園（金曜午前）でも同様の
場所を設けています。詳細は各保育園にお問い合わせください。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）・
　白百合保育園（☎62－2436）・すみれ保育園（☎62－5284）

■12月の広場日程　

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間
ひさご電材㈱小国工場 電線のアッセンブリー及び検査 １人 ８：30〜17：30
㈱サンテックインターナショナル
甲信支店

官公庁の発注工事（電気通信分
野）における受注者支援業務 １人 ８：30〜17：30

㈱山芳工務店 電気設備工（見習い） ３人 ９：00〜18：00
㈲小国技研 ボーリング洗浄工及び作業管理補助 １人 ８：00〜17：00
㈲東部開発 農作業員 １人 ８：00〜17：00
㈲横川自動車整備工場 自動車整備工 １人 ８：30〜17：30

安部工業㈱
現場監督員 ２人

８：00〜17：00運転手 ２人
型枠大工 １人

山和建設㈱ 事務員 １人 ８：00〜17：00
医療法人社団　緑愛会
満天の家 看護師 １人 ８：30〜17：30

㈱サンコーポレーション
（パチンコラッキー７）

ホールスタッフ【正社員】 １人
８：30〜17：00他

ホールスタッフ【アルバイト】 １人

ホールスタッフ【パート】 ３人 ８：30〜０：00の
間の２時間以上

㈱コメリ 店舗運営職・幹部候補
（ナショナル社員） ２人 ８：45〜17：45他

㈱髙橋工務店
土木技術者 ２人

８：00〜17：00建築技術者 ２人
一般土木作業員 ２人

小国食糧㈱（栄町市場） 販売員 １人 ８：30〜18：30の
間の５時間程度

美森ファーム㈱ 販売員 １人 ８：00〜16：00他

休日当番担当歯科医のお知らせ
12月２日㈰ 長井　鈴木歯科医院 0238－84－6616
12月９日㈰ 南陽　高橋歯科医院 0238－47－6222
12月16日㈰ 米沢　五十嵐歯科医院 0238－22－1121
12月23日㈰ 南陽　桜井歯科医院 0238－43－2125
12月24日㈪ 米沢　りんせんじ歯科 0238－21－6487
12月30日㈰ 米沢　渡部歯科医院 0238－21－1610
12月31日㈪ 南陽　黒江歯科医院 0238－47－2154
１月１日㈫ 米沢　足立歯科医院 0238－23－4182
１月２日㈬ 高畠　高畠歯科クリニック 0238－58－0814
１月３日㈭ 長井　赤間歯科医院 0238－88－2218

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　12月21日㈮
　・受付時間　13：05～13：15
　・対　　象　平成30年８月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　12月21日㈮
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成29年12月生まれ
　■１歳６カ月児健診
　・期　　日　12月14日㈮
　 ・受付時間　12：45～13：00
　・対　　象　平成29年４月、５月、
　　　　　　　６月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター
　　　　　　（61－1000）へ

12月の
保健カレンダー
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相　談

▽消費者相談
■日　時　12月22日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■その他　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課町民生活担当へ

■日　　時　12月15日㈯10：00～12：00
■対　象　者　年中児以上親子
　　　　　　（幼児親子同伴・小学生児童のみ可）
■持　ち　物　室内シューズ、帽子、グローブ（貸出有）
■参　加　費　１人100円（保険込）
■申込期限　12月12日㈬

あいべイベント12月の

◇下町ロケット　ゴースト
◇銀河を渡る
◇それいけ避難小屋
◇奨学金借りる？借りない？見極めガイド
◇頭のいい子を育てるふれあい育児

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
池 井 戸 　 潤
沢 木 　 耕 太 郎
橋 尾 　 歌 子
久 米 　 忠 史
久保田競・カヨ子

■申込・問合先
　　　（☎62－5808）

■日　時　12月26日㈬９：30～11：30
■集　合　町民総合体育館
■対　象　小学生
■参加費　100円（保険込）
■持ち物　室内シューズ、飲み物など
■申込期限　12月22日㈯

年末年始の休館情報等について
水道 町立病院 

（一般外来）
小国中継施設

（リレーセンター）
町民体育館

あいべ 総合センター

12月29日㈯ 山一住設㈱
（☎61－0123） 休診 通常営業 休館 温泉のみ

12月30日㈰ 小関住宅設備
（☎62－5347） 休診 休み 休館 温泉のみ

12月31日㈪ 設備佐藤
（☎62－5606） 休診 休み 休館 休館

１月１日㈫ パイプライン
（☎62－2461） 休診 休み 休館 休館

１月２日㈬ 津島屋電気店
（☎62－2404） 休診 休み 休館 休館

１月３日㈭ 小関住宅設備
（☎62－5347） 休診 休み 休館 休館

問合先 地域整備課
建設管理室

町立病院
☎61－1111

小国中継施設
☎63－2251

町民体育館
あいべ

総合センター
☎62－2141

※町立病院では急患について、一般外来休診中でも対応いたします。
※町民体育館とあいべは、12月28日㈮清掃作業のため休館になります。

山形県立小国高等学校を支援する会
「平成30年度研修会」

■日　時　12月12日㈬
　　　　　18：00～19：30
■場　所　おぐに開発総合センター集会室
■内　容
　①支援する会活動報告
　②小国高校からの報告
　報告テーマ（仮）
　「コミュニティスクールとしての歩み－

小国高校の教育活動～全国高等学校小規
模校サミット等の取組～」

　報告者　小国高校　柿﨑悦子校長
■対　象　会員および町民
■問合先　支援する会事務局（教育振興課内）
　　　　　（☎62－2141）へ
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ  ☎62－5808　●小玉川振興事務所  ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●訪問看護ステーション  ☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



戸籍のまど戸籍のまど

保 科
渡 部
塚 原
齋 藤
佐 藤
齋 藤
木 村

黒 沢
東 原
舟 渡
長 沢
小国小坂町
大 滝
小国小坂町

ハ ナ
民 子
宏 洋
た け
ノ リ 子
ト モ
　 子

（88）
（89）
（28）
（91）
（90）
（86）
（81）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成30年10月31日現在）

人口　男・・・3,783人 （＋   1）
　　　女・・・3,823人 （－   4） 
　　　計・・・7,606人 （－   3）
世帯数　　    3,070世帯  （－    4） 

（ １ ０ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

　

今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
１
カ
月
。
11

カ
月
前
に
立
て
た
目

標
や
今
年
や
り
た

か
っ
た
こ
と
は
で
き

ま
し
た
か
。
私
は
、

数
字
に
す
る
と
目
標
に
は
15

届
き
ま
せ
ん
。
12
月
は
忘
年

会
や
ク
リ
ス
マ
ス
と
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
あ
り
ま
す
が
、

友
達
や
会
社
の
仲
間
と
た
く

さ
ん
食
べ
て
飲
ん
で
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
も
の

で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
と
目
標
は
さ
ら
に
遠

く
に
行
き
ま
す
が
、
今
年
１

年
の
締
め
く
く
り
、
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
で
す
。 

（
斎
藤
）

編集後記

小 国 町 海
う み か

花井 上 祐 真
亜 沙 美（

小 国 町 美
み ゆ か

優香飯 澤 祐 太
美 穂（

五 味 沢 琉
り ゅ う ま

真伊 藤 幸 生
由 美 子（

結婚おめでとうございます。

あけぼの
岩 井 沢

治
智 尋（ 大久保

鈴 木

小国縫製株式会社
代 表 者　代表取締役社長　大津　勝哉
従 業 員 数　25人
所 在 地　小国町大字町原353-1
事 業 概 要　肌着の製造・販売

　小国縫製㈱は昭和59年に小国小坂町地内で創業しま
した。現在の町原にある工場は平成元年から操業をはじ
め、今年で30年を迎える工場になります。同社では、
主に婦人向けの肌着を製造しており、東京都豊島区巣鴨
で販売されている通称「巣鴨の赤パンツ」や福島県を中
心に東北南部や関東北部５県にかけてスーパーマーケッ
トチェーンを展開する企業の国産の肌着などを製造して
います。大津社長によると、メーカーに属さない縫製工
場は年々減少しており、少人数（２～10人）規模はあ
るものの、30人規模の縫製工場は東日本でも同社だけ
だという話もよく言われるそうです。
　同社に平成11年から勤める小川由美子さん（あけぼ
の）は、「縫製全般を行っていますが、寸法通りに縫わ
ないといけませんし、レースも左右を均等に合わせる必
要があり大変なところもありますが、きれいな製品を作
られたときはとてもうれしいですし、大手スーパーなど
では自分で作った製品をついつい探してしまいます。も
ともとミシンを使うのが大好きで、自宅では子どもの保
育園用の袋や裾直しなどもやっていて、私にとっては天
職だと思っています。社内行事では毎年12月８日に、折
れた針を豆腐に刺して針に感謝をする『針供養』があり、
これに合わせて忘年会もしてとても楽しく過ごしていま
す。」と話してくださいました。
　小国縫製㈱では、人の肌に直接触れる肌着を履き心
地・着心地の良いものにこだわり、裁断から縫い合わせ、
商品として出荷するためのパック詰めまで全ての工程を
手作業で行い、従業員のかたがたが真心を込めた製品づ
くりを行っています。

仕 事
図 鑑
vol.8

▲レースの縫い合わせをする小川さん（右）

19

●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464
●行政管理室・管財危機管理室　☎62－2112　●企 画 財 政 室　☎62－2264　●会　計　室　☎62－2406
●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403
●白い森ブランド戦略室・移住定住促進室　☎87－0821　●商 工 観 光 室　☎62－2416　●農林振興室　☎62－2408
●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448



無
言
の
語
り
部
た
ち
Ⅱ

そ
の
⑧

に
わ
た
る
雨
風

や
雪
な
ど
の

影
響
を
受
け
、

は
っ
き
り
と
読

み
取
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、『
小

国
の
文
化
財
』

に
は
、
こ
こ
に

刻
ま
れ
た
文
字

が
は
っ
き
り
と

書
き
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し

て
、「
建
立
の

事
情
は
碑
文

に
あ
る
よ
う

に
『
明
治
29
年

碑
」
と
彫
ら
れ
た
碑
が
た
た
ず
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
碑
に
は
他
に
も
多
く
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
長
年

「
弔
魂
碑
」（
大
石
沢
）

　

下
大
石
沢
集
落
東
側
山
腹
に
旧

洞
谷
山
満
徳
寺
跡
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
境
内
跡
地
の
端
に
植
え
ら
れ

た
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
下
に
「
弔
魂

は
天
候
不
順
。
病
気
が
発
生
し
て

猛
威
を
ふ
る
い
遂
に
11
名
の
死
者

を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
誠
に
悲
し

む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
丁

酉
（
30
年
）
に
大
石
沢
の
篤
志
者

と
協
議
し
て
碑
を
建
て
、
長
く
懇

に
そ
の
霊
を
弔
う
た
め
で
あ
る
』」

と
こ
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
背
景
を

説
明
し
て
い
ま
す
。

　

大
石
沢
の
高
橋
初
太
郎
さ
ん

（
大
正
13
年
生
）
は
、「
俺
が
物
覚

え
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

大
き
さ
も
場
所
も
変
わ
っ
て
な
い

な
。
お
寺
が
あ
っ
て
和
尚
様
が
い

た
時
に
は
綺
麗
に
し
て
い
た
け

ど
、
今
は
草
を
刈
っ
て
い
る
ぐ
ら

い
だ
な
。
何
が
書
か
れ
て
い
る
か

▲石上部に「弔魂碑」と刻まれている

よ
く
読
ん
だ
こ
と
は
な
い
が
、
と

に
か
く
、
昔
こ
こ
で
流
行
っ
た
伝

染
病
の
慰
霊
碑
だ
と
い
う
こ
と
は

聞
い
て
い
る
な
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
は
医
療
や
衛
生
環

境
に
関
す
る
考
え
方
も
発
達
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
伝
染
病
が
発

生
す
る
と
、
村
内
外
に
蔓
延
し
て

し
ま
う
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の

で
す
。

　

下
大
石
沢
の
人
々
は
、
伝
染
病

に
よ
っ
て
死
亡
し
た
人
の
慰
霊
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
疫
病
か
ら

村
を
守
る
意
味
を
込
め
て
、
こ
の

弔
魂
碑
を
建
立
し
信
仰
を
し
て
き

た
の
で
し
ょ
う
。

▲満徳寺跡。左のイチョウの木の下に弔魂碑が建立されている
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